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　　　　　　　1緒　　　雷　　　　　　　　　　　　III測定装置

乾蜘。よる敵変化を求める撒セ。瞳くの確があ　裳置の鞭を雛図に添した・

る。（t×2×3×4X町著著1よ繭層膠着力の変化を測建して繭質

変化を求めようと考えた。従来論ぜられている膠蒲力は

繰i解申に．趨る繭周の抵抗力からi爽験式を求め，これから　　　　　　　　　　n

算出したのである。然しここで求められるものは所謂鋤

的膠蒲力とも言うべきもので繰糸速度によつて影響を受

けることが大き’い。これに対して嵐の膠蒲力を求めるに　　　　　　　　　F

は繰解速魔を零に近づける必要があり，この楊含求めら

れるもの繭蕾に対嚇的騰力（a）と諭ことが劇毫よ　　　　劉図1貝1腱難

う。繰糸張力に影響する項目としては繭燗の膠蕾力の外　　　繭Aから取撮した正緒は感知転子1塘経て巻取部Cに

に繭粒聞の摩擦，繭形，繭重及び繭の運動によつて起る　　　至る。｝3はスプリングEで吊してある。Dは雛録用ドラ

繰糸湯の動揺等が考えられる。（7）㈹薯黄は再蓼着力以外の　　　ムである。スプリソグ）］と転子鷺とで作る振動系は復光

影響を微少にして静的な膠蒲力のみを測走するために趨　　　力と蝦性抵抗と寵録ペンによる摩擦抵抗とを含む振動方

緩速魔による一粒繰装鷺を考案した。　　　　　　　　　　程式に従う。㈹復元力からBの変位によつて張力を求め

この装置を用いて求められる張力と種々なる繰解条件　る酬糊動帥彫こ含まれるBの簸は軽くiBの変位加

との関係は騨の繰糸条件を用いて求められる張力と趣　逮度は小さいことが必要である．このため転子1吸び附

きを異にするので，この勤輔糸の糊1張力と名付け　属ペンの盤は約o．59とした。Bの変働岐速を小さ

た・静的騰力が求められるのでT・と1㈱する・騨　 くするために巻取速SC¢M　1－－O．ユ・mlsecの範囲とした。
張力に依つて乾燥申の繭質変化を求めるために・先づこ　　　巻取遠度がおそい特繭は繰糸湯申に長く在り，煮熟度ば

の張力の性鷺鷺調査し若干の結果を得たので報街する。　　　変化すると考えたので繭欄部位別に閲隔を設けて試料を

本磯は日本蚕鵜絵輔支部発表会でmats一した・御掴　採り笑験時間を短かくした．翻繭糸は伸びやすいの

導御校閲を与えられた荻原教授に深甚なる感謝を捧げ　　　で，（t。）AからGまでの距離を短かくしてこの影響を少く

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。本装躍では約35cmである。　Fは電気憶温水槽で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。
　　　　　　　II試　　　　料

昭和29年額繭，、，場。支・囎で騨部産のもので　　　IV　ee験方法

ある。実験申試料の変質を最小限に保つためにデシケー　　　煮繭方瀕は繭検定所の方法に準じ・（！1）煮繭漁魔は沸騰

se　一一で保存した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　による外層の煮熟度の促進を防く“ために90°Cとした。（12）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　煮熟繭の最外層の正緒，検尺購で300回巻取つた后の中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿　　　周の繭糸，同様にして外周から＄00回巻取つた后の内層

暑信州大学繊維学部　製糸原料学研究窒　　　　　　　　　　の繭漁を夫々1　ngとした。試料の長さは約3mであるQ
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　llilj離部分の繭糸は繭層面に対しほば口疑角に曲げちれて　　　O’－htの関係のあることを報告しているが本爽験からは

剥離し蕪慮に上昇する。このため生じた繭糸の剥離部分　　　「Dh’識A工0『Bし＋0の式が鴛られた。・この相違ば鋤的

の曲率と繭糸の慮径との比は測簸力咽難であるもこの両　　な繰糸張力と静的な景1離張力との相異によって生じたも

者・は互に影響すると思われるので繭糸の薩径は無視娼辮　　　のと考える。即ちt　＝＝　oの場合K謹A＋Cならば此の二

るとは留えない。又この分部の刻離力の作用している接　　　っの関係式は全く同一の濾味を特つている。従つてKは

着面積と繭糸・吻断価の形｝伏及び両積との関係を求めるこ　　　動的な繭糸の膠蒲度係数であり，Aは静的な繭糸の膠藩幽

とも困難である。このため側離張力の変化ほそのまま繭　　　麗係数となる。叉Bもhと全く岡一一の慧味をもつ煮繭抵

糸相互の膠藩力による変化と見倣すことは禺来ないと考　　　抗係数と推定する。

える。繭糸の象il離現娘を力学的に解析することは極めて　　　　奥にこの関係な確めるために繰解混度を種々に変更し

複雑で圏難である。正常の繰糸条件で求めた繰糸張力ほ　　　てtと脳との関係を求め，その結果から恒数の変化Q

その張力が増大すると繭糸の切断な招くので上迷の関係　　　みを示せば第窯図の様になる。

を繭糸繊慶の変化で代表させている。繭糸の切断原因な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o．6
謝翻舘繰纈力端繍度当り・勘で表わす　霰
Y）’E・は樂用上（tl｝）妥当であろう。　　　　　　　　　　　　　　　値o，3

　本研究では前述の様な理由から剥離張力に．よつて繭周

の膠潜力の測定をし典の1七較を行なおうと考えた。繭糸　　　　　　O・1

相互の揚蒲面は主として繭糸の偏平側面にあることが推　　　　　　　　　　　　so　　　　flO　　　　ta　・a

禦されるので偏平魔の大きい（助内層程搬蕪面積の占め　　　　　　　　　繰解温度（巻聴坐度工ユcm！sec）　、，　t／

る劉合ほ大きくなるL、面して繭糸繊度は内層程細くなる　　　　　　　　　第3図　繰解温度と各恒数

ので酬溜に於け翻離作用の及ぼす麟面積の変伽k　NI］ち1吸びaの変化麟んどなく，Aの変化は大き
繭糸繊度の変化よりも少いと考えることが出来る・この　　　い。樽随数が独立して鵬に及ぼす影響を木笑験の範囲

ため繭糸一本勤の鵬帳力から係縣の膠1渤の変化を　で都仙てもA鰍細度に関係するとし磁麦えな

求めることにした。　　　　　　　　　　　　　　　　　い。繰解楓魔が低い特セリシン軟和溶解鳳少ない。この

　爽験は種々なる繰解漁度及び遠度のもとに於ける煮繭　　　時ムは大ぎくなるのでAは静朗な繭糸の膠蒲魔係数であ

時間と剥離張力との関係に帥・て行つた・　　　　る。

　　　　　　　vec験結果　　　　繰瀦剛躯粥膿力に蘇するもの蝋鞭・繰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糸湯の粘性抵抗，繭の運動に薄する慣性抵抗，装躍の感

繰解醸40°C巻取醸1・1・m’・・cとし湖合の撹熟　知1好の慣性抵抗等である。本実験で韻性抵抗を少く

蒔聞仁と剥離張力Tsとの関係を第二図に示した。　　　　するために趨緩速度の巻取速度を姦えたので其の結果が
9
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灘
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如何にtと田呂との関係式に影響しているかを求めた。

自llち巻取速鹿を癒々に変更してTsを求めた。その結果

を第一表に．示した。

ew　1酸　巻取速度と剥離張力
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　帥ちng－一表の様にTsに及ぼす巻取速度の影響を認め　　　（2）松本　　介言EI蚕誌　　　　19，598（1950）

ることは出来なかつた。本実験条件の範囲ではtと鵬　　　㈲林　　貞窯：木誌　　　　1・77（1951）

との関係式巾に慣性抵抗による張力の変化を衷わす恒数　　　（4）白井　爽明：木誌　　　　　2，66（1952）

のないことを示す。又正常の繰糸条件では必然的に存在　　　㈲　土燈茂一爵ll：日養誌　　　24・278（ユ95の

すべぎ剥離仕禦の相異に就いても，その量が僅少である　　　（6）荻原　満治：蚕繭掌　　　　　120（1951）

ため検禺嵐来なかつたことを示す。　　　　　　　　　　　　（7）林　　斑三；日蚕誌（講渉｛要旨）24・220（1950「）

　第3図に於てB及びCは殆んど一定値を示している。　　　（8）小島卓之1製糸絹証斤究抄繰4集，．130（1954）

煮繭抵抗は本試料内では…庭であり，繰糸渤の粘性抵1，孟　　（9）太田　友弥：振動工単　　　　131（：1948）

も本装概に感ずる程変化したとは考えられないので関係　　．㈹　小川　｝ガ吉言技争1諮料　　2薯1号・39（1950）

式の型からBは煮繭抵抗係数であり，Cは繰縞の耳靴ll　（11）研究会編噛榔鰍オく　22（玉949）

抵抗を含む剛縣数であるとする。　　　　　（12）　；1“iPi（灘：1欄｝｝命　　243（193t．t）

以上の結果から本鰍方灘よつ爆1縣嚇剛嚇度　（13）林薩証三三畷学誌　8・273（1935）

を磁Aに依つて知ること醐司惹る。　　　　ω荻原灘：酬i学　　1　，7」r（1951！，）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔㈲　林　　　戯三三：－tヒi蚤鵬ll緊演集3撫，コ91L（1932）

　　　　　　　VI摘　　　　要

一糠綴臓淋の撒で蘇の網1勤酬魁　　　　　s“mmaxy
た。その結果｛煮熟蒔聞tと剥離張力Tsとの関係は近似　　　　In　the　present　repひrt，　the　writer　measured　the　reeling

酌に［Ps＝・AZO－】肌十C　で嚢わし碍る。而して恒i数A　　　tenlsion　by　the　lowest　speed　in　the　case　of　the　single

に．よつて繭糸相互の静蘭膠薄力は測定出来ることを知つ　　　cocoon「eeHng・The　rela・　tion　beヒween　the　reeling　tension

た。以後此の・臆数Akよつて樋々な条件下に於ける繭質　　　田s　and　the　cooking　tinie　t　of　the　cocoon　can　be　shQwn

変化を比較検討して行く考えである。　　　　　　　　　　by　the　following　epuation・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ts　＝A．工0『”nしトC
　　　　　　　　　丈　献　　　　・he、，。，、c　c。hesive，。w，，。f　the＿。1、，，，　seems

（1｝太田　良信：郡是研究彙報7，42，σ941）　　　　　to　be　measしIred　by　the　constant　A　in　this　e；luation，


